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燃料輸送にかけた越冬成立










時間余 りにわた り,越冬は'`可能か""不 可能か"の 条
件を検討する"大評定"が 展開され白熱化の討議が続い



















































秘話はやは り舌たらずの尻きれ トンボに終った.ま た
機会があれば…….
(筆者:テ レビ朝日映像株式会社社長)














また,試 験的に持ち込んだホーバークラフ ト 「しぐね
っと」のテス トも"ふ じ"周辺の海氷上で行われ,ホ ー
バークラフト運用のための種々のデーターを取得した,












ま た,同 じ く"み ず
ほ 観 測 拠 点"に お い て
も第17次隊 に 引 き続 き
超 高 層 観 測 と気 象,雪
氷 の 観 測 が1月27日 よ
り藤 島,藤 井.F可部,
石 田 隊 員 に よ って 行 わ
れ て い る,こ この気 象
観 測 は,モ ー ビル コー
ドと して昭 和 基地 を経
由 し て マザ ー ス テ ー シ1
ヨン で あ る モ ー ソ ン基












こった.こ のため大陸への登 り口,と っつき岬までの海
氷ルー トもところどころクラックが発生し秋旅行の出発
に支障をきたしたが,幸 いようやく4月11日には結氷を
















をつげたふじは13日ソ連のマラジョージナや基 地 を 訪






左:気 象観測塔,中:観 測小屋,右:風 力発電塔
(電送写真)
の ポ ー トル イス に 入 港
した.第・7次越冬隙 ●
こ こ よ り空 路,3月22
日に帰 国 した,ふ じは
この あ とシ ンガ ポ ー ル
に寄 り,4月20日 東京
港 晴海 車頭 に帰 港 す る
予 定 で あ る.
一南極にポーラ ン ドの新基地一
ポ ー ラ ン ドは,南 極 半 島 の 先端 に位 置 す る キ ン グ ・ジ
ョー ジ島(62°00'S,58°15'W)に基地 を 新 設,南極 研 究 家

















定,テ レメ トリーによる人工衛星観測等を柱 とする超高














































とになった.ま た,現 行の地名命名規程には.我 が国の



























































































笠松隆夫(東 大 ・理)岩 山直幹,平 況 威 男(極 地
研)
極域超高層大気の変成とその大気効果
近藤 豊(空電研)小 川利紘(東 大 ・理)
南極ロケット用オゾンラジオメーターの開発
渡辺 隆 中村正年(東 教大 ・理)笠 松隆夫(東 大
・理)
インピーダンス ・プローブによる極域電離層電子密
度の計測 高橋忠利,大 家 寛(東 北大 ・理)
S-310JA1とS-210JA22による電子密度温度観
測 小川忠彦,森 弘隆,宮 崎 茂(電 波研)
電.}密度irregularitiesの観測結果と将来計画
森 弘隆,小川忠彦,宮 崎 茂(電 波研)
S-310JA1号機による降下電子の観測結果及び
S-310JA2号機による観測計画
久保治也,村 田節夫,伊 藤富造(宇 宙研)
平沢威男(極 地研)国 分 征(東 大 ・理)
S-210JA22号機によるオーロラ電子の観測結果
今井 喬,竹 内 一,和 田雅美,小 玉正弘(理 研)
S-310JA1による降下電子の観測
松本治弥,賀 谷信幸(神 戸大 ・工)
10.改良 型粒 子 ス ベ ク トロ メ 一 夕 ー




木村盤根,山 岸久雄,松 尾敏郎(京大 ・理)
鎌田哲夫(空 電研)
12.S-210JA19による波動観測結果
鎌田哲夫(空 電研)平 沢威男(極 地研)
13.VLFヒスの偏波及びPointing　Fluxの方向の測定
田中義人,西 野正徳,大 津仁助(空 電研)
14,オー ロラ中でのプラズマ静電波の観測
中村良治,伊藤富造(宇 宙研)柴 田 喬(電 通大)
15.高周波領域の波動粒子相互作用
大家覚,高 橋忠利(東 北大 ・理)宮武貞夫(電 通大)
16.GASによるロケットとの姿勢
遠山文雄,青 山 厳(東 海大 ・工)
17.昭和基地における磁場測定
青山 厳,遠 山文雄(東 海大 ・工)
18.スペース ・チェンバー内での電場測定実験
森田 護,小 川俊雄(京 大 ・理)
鶴田浩一郎,大 林辰蔵(宇 宙研)
19.電離層下部における電場測定法の解析
小寺邦彦,小 川俊雄,森 田 護(京 大 ・理)
一第2回 や まと陽石 シンポ ジウムー
去る2月23・24日の両 日,やまと隅石シンポジウムが
当研究所主催のもとに,研究所講義室で開催された.こ
れは,1975年10月25日の第1回 につ ぐもので,そ の後の
研究の発展を示す ように19編の研究発表があり,討論参
加者は約50名.新装なった研究所の講義室が初めてシン




















みでなく,マクマード地 域 の ものを加えて,「 南極隅




プ ロ グ ラ ム
1.　Yamato-74隅石 の採 集 に つ い て
矢 内 桂 三(極 地 研)
2.　Yamato-75除石 の 採 集 に つ い て
松 本役 夫(長 崎 大 ・教 養)
3.南 ビ ク ト リア ラ ン ドの 裸 水 域 に お け る限 石 の 採 集
矢 内桂 三(極 地 研)
4.や ま と山 脈 付 近 の 地 形 的 特 徴 と氷 床 の 性 質
吉 田栄 夫,前 晋 爾(極 地 研)
5,や ま と陽 石 の 集 積 機 構 に つ い て
永田 武(極 地 研)
6.　Yamat(ト74阻石 に 関 す る 岩 石学 的 研 究一{1)
矢 吹 英 雄(理 研)
八 木 健 三,大 沼晃 助(北 大 ・理)
7.　Yamato-74陽石 に 関 す る岩 石学 的 研 究一 ②
八 木 健 三,木 村 真,大 場 与志 男(北 大 ・理)
8.や ま とJ,　K.　L,　Mに つ い て の岩 石学 的 研究
八木 健 三(北 大 ・理),　J.　F.　Lovering　(オ_ス ト
ラ リァ 大)島 誠,岡 田 昭 彦(理 研)
9.や ま と陽 石 の2.3の 記 載 島 誠(理 研)
10.Yamat。-74コン ドラ イ ト陽 石 の化 学 的 岩 石学 的 分
類 に っ い て 矢 内 桂 三(極 地 研)
武 田 弘(東 大 ・理),宮 本 正 道(神 戸 大 ・理)
1Lや ま と限 石中 の エ イ コン ド ライ トにつ い て
武 田 弘(東 大 ・理),宮 本 正道(神 戸 大 ・理)
矢 内桂 三(極 地 研)
12.やま とポ リミ ク ト角 レキ 岩 阻 石 に つ い て
宮 本 正 道(神 戸 大 ・理),武 田 弘(東 大 ・理)
矢 内 桂 三(極 地 研)
13,　Yarnato-75隅石 のK-Ar年 代
岡野 純(阪 大 ・教 養)
14.鉄損 石Yamato-75-105及びYamato-75031の金
属 的 並 び に磁 気 的性 質
永 田 武(極 地 研),　R・M・　Fisher　(USス チ ー
ル 研),杉 浦 直 治(東 大 ・理)
15.やま と限 石 の磁 気的 性質 一 石質 隅 石 の磁 気 的 分 類 一
永 田 武(極 地 研),杉 浦 直 冶(東 大 ・理)
16.Yamato-73阻石 の宇 宙 線生 成核 種
本 田雄 健(東 大 ・物 性研)
17.Yamato-73隅石 の 宇 宙 線 照 射 年 代 と希 ガ ス 同位 体
組 成 長 尾 敬 介,高 岡 宣 雄(阪 大 ・理)
18や ま と阻 石 の 酸 素 同 位 体 組 成
5一
極 地 研
小 沼直 樹(筑 波大 ・化),　R.　N.　Clayton,
T.　K.　Mayeda(シカ ゴ 大),矢 内桂 三(極 地 研)
19.やま と阻 石 中 の希 土 類 元 素
増 田彰 正,清 水 洋,朝 倉 純 子(神 戸大 ・理)
田 中 剛(地 質 調 査所)







































































し,また,時 間とともにはげしく変化する.色 と して
● は演 白赤 色潔 絶 な・,形として・弧 状哺
状,カ ーテン状,コ ロナ状などさまざ まで あ る.そ し
て.そ れが時に早く,時にゆっくりと,ま るで天空をか
けめ ぐるようにはげしくゆれ動 く.あちらで光っている
かと思 うと,いつのまにかこちらに現われ,リ ズ ミカル
に出現,消 滅をくりかえす.オ ーロラは,光 と動きがか
なでる空の交響曲ともいえる現象である.また,オ ーロ
ラは,地磁気や電離層の擾乱,あ るいは,自 然電波の発









































行われた.そ の結果,オ ーロラ光の強 さの変化 と地磁気
の変動との間に美事な相関があること,また,同 じ時に
高さ100㎞あた りの電離層電子密度が急激に増加してい






























オ ー ロ ラ(エ レ ク トロ ン ・オ ー ロラ)の2種 類 が あ る.
agll次隊 で は あ らた に,プ ロ トン ・オ ー ロラ光 を測 定 す
る新 方 式 の装 置 を 開 発 ・製 作 し,両 者 の 同時 観 測 を可 能
に し,多 大 な観 測 デ ー タを取 得 した.そ し て,こ れ まで
詳 し く知 られ て い な か った プ ロ トン ・オ ー ロラ の振 舞 い
を,エ レ ク トロ ン ・オ ー ロラ との関 連 に お い て と らえ,
両 者 の 相 関関 係 を 確 かめ て い る.こ れ ら の結 果 は 従 来 の
議 論 に プ ロ トン ・オ ー ロラ と い う新 し い情 報 を 加 え,オ
ー ロラ の生 起 機 構 の理 論 的 な解 釈 に 大 き な進 歩 を もた ら






よぶ.3次 元的な現象である.従 って,オ ーロラ現象を
よりはっきりとした形で観測するためには,地 上からの












第17次隊では,す でに前後4回 にわたって,こ の立体
同時観測に成功してお り,第18.19次隊でも,12機のロ
ケットを使用しての観測が計画されている.この観測を
















































消酬 残 量 消費量 残 丘「








極 地 研 ニ ュ ー ス
ICE　ON　MY　PALETTE
(パレッ トの上の南極)
南 極 に関 す る写 真 集は 多 い が,本 書 の よ うな 画 集は 少
な い,筆 者 の知 識 で は ス コ ッ ト隊 の ウ ィ ル ソ ン博 士 の著
者 以外 は稀 で あ ろ う.今 回,ニ ュー ジ ー ラ ン ドの画 家 モ
ー リス ・コ ン リー に よ り,本 書 が 出版 され た.
25幅の 油絵,25枚 デ ッサ ン,そ れ に解 説の 文 章 が つ
く.コ ン リー の序 文 に続 き,ネ ビル ・ビー トの 南 極 の概
要 が 紹 介 され る.南 極 観測 の 歴 史,南 極 の 自然 が8ベ ー
ジ にわ た り書 か れ て い る.特 に 目新 し い 内容 は 無 い が,
著 者 の 自然 を 見 る 目は 確 か で あ る.い きな リウ ィル ソ ン
博士 の 著 述 を引 用 し,南 極 の 氷 の 美 し さを 紹 介.「 南 極
は他 の 惑 星 を探 検 した い と思 って い る 人 が 訪 れ る の に 適
し た地 域 」 と述 べ,「 火星 」 の 世 界へ の 想 像 に 発 展 させ
て い る.
「南 極 へ の到 達 」 「マ ク マ ー ド基 地 」 「ス コ ッ ト基 地 」
と油絵,デ ッサ ン,解 説 文が うま く組 合 せ られ て い る,
「野 外 調 査 」 で は ヘ リ コ プタ ー で の 輸 送,南 極 横 断 山脈
で の キ ャ ン プ生 活 な ど,ニ ュー ジ ー ラン ド隊 の活 躍 が示
され てい る.「 南 極 の 史跡 」 と して 二 つ の ス コ ッ ト小 屋
と シ ャクル トン小 屋 が 美 し く,そ して物 悲 し く描 か れ て
い る,「 野 生 」 として 南 極 の 生 物 を デ ッサ ンで 紹 介 して
い る.シ ャ チ,ア ザ ラ シ,ペ ンギ ン な ど,な じみ の 動 物
の特 徴 が 適 確 に表 現 され てお り,思 わ ず 顔 が ほ ころ ぶ.
「ド ライ バ レ ー」 は6幅 の油 絵 を中 心 に.そ の 自然,
野 外 調 査,バ ン ダ基 地 が紹 介 され,本 書 の中 心 を な して
い る.ラ イ ト谷 の オ ニ ッ クス川 の絵 は2ペ ー ジ に わ た
り,大 変 迫 力 が あ る.最 後 に 「未 来 」 とし て 「ア ム ン ゼ
ン ・ス コ ッ ト基 地 」 や 南 極 点 が 示 され,南 極 条約 の説 明
で 終 っ てい る.
ビ ー トは ジ ャ ー ナ リス トで,1975-76年夏 隊 の 広 報 係
とし て,ス コ ッ ト基 地 に滞 在 し,筆 者 とは 旧 知 の間 柄 で
あ る.ジ ャー ナ リス トとし て鍛 え た 目は,一 度 の南 極 滞
在 で も,南 極 の ポ イ ン トを 確実 に とら え,記 述 し て い
る.
昨 年12月,筆 者 は ク ライ ス トチ ャー チ の コン リー の ア
トリエ を 訪れ た.そ の時,南 極 に 題 材 を と った 数10枚の
油 絵 を 見せ られ た.写 実 的 で は あ るが 写 真 とは また 違 っ
た 美 し さで南 極 が 見 られ る ので 大 変 感 激 した.そ の時,
本 書 の 出 版 計 画 を 聞 い た.出 来 あ が っ た 本 を見 る と,画
集 と云 うに は絵 が や や 少 な い 気 が す る.彼 の ア トリエ に
あ った 半 分 位 は の せ て 欲 しか った が,本 の価 格 を 安 くす
る 目的 で,絵 の 数 を少 な く した との こ とで あ る.
英 語 の 説 明 が 理解 で きな く と も,見 て い る だ け で 楽 し
い 本 で あ る.国 内 で は 丸 善 を 通 じて 販売 され る そ うで あ
る,ま た筆 者 に 連絡 頂 け れ ば ニ ュー ジ ー ラ ン ドへ 購 入 希
望 の 連 絡 の 労 は とれ る と思 う.価 格elN.Z.$15(4,500
円)で あ るが,国 内 の 販 売 価 格 は や や 高 くな ろ う.
〔Maurice　Conly　:絵.　NeVille　P at解説 文.
1977年　 Whitecoulls　Publishers発行 〕
(筆者:神 沼 克伊 国 立 極 地 研 究 所 助 教授)
' 、 ■■',▼、・"'● ■、..'●▼ 、'..'▼■、 一'一'
研究所刊行物




　 　 Holmbukta,　East　Antarctica,　by M.　Yoshida.








　 　 Antarctica　in　1975.　 March　1977
　 No.　38　(Seismology)




















極 地 研 ニ ュ ー ス
昭 和 基 地 月別 気 象資 料(Syowa　Station　Monthly　Clirnatological　Data)
平 均 気 温(Mean　temp,)　(°C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min,　temp.)　(。C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(ge)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,　10-・min.　men)　(m/s)
瞬間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　c・ver)　(1/10)
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ミ 腱 エルモの火」賭 から知られてい颯 象で,イ タ 電ヵ・起。ている.・ の端子に朧 回路鮒 けていない通!
i・ アの聖・ルモ寺院・塔にたびたび現われ・・とから名 機 計測用鰻 接続す蹴 電部 品を囎.購1
纈 ㌫ う;_兆と.て,。_。,。;濃㌫ 姦㌶ 駕 ㌶ 漂
1も 雷雲の電気が強 くなった時に,地 表の突起物から生 じ ら.痛烈なショックに見舞われ,数 日間間節が痛むとい ミ
{纈蕊 漢』蕊響;鷺蠣 膿繍1㌶ ㌫!寛㌶1…放彗
纈1:禮灘 織 留驚 、煕㌫ 鰯 網 警孟蹴 戯
{伸 び,幅が広 く色は薄赤味を帯びる.負電極の場合には 摩擦で帯電し,ブラッシュ放電を起こす ものと考えられ;
長さも短か く,幅も狭く色は青味を帯びて光が強い.て いる,1
,で は雷の話を余り聞かぬ南極におし・てセン ト・エルモ パチパチ音をたてた り.色鮮かなセント・エルモの火 室
の火が起 こるか という疑問が湧 くのだが,実 はよく見ら の放電現象が起こらなくともJ飛んでいる雲粒の衝突や}
澹 懇 ㍗露,購驚1、㌘艶麗讐～禮 驚 講騰 灘警ぎ1美嚢朧 轡 震
tこ に滞在していると,極夜の続 く冬期間(6月 ～8月),す.こ のため,雲 粒が衝突することから防 ぐのに,ア ン 」
;気 温一4・°C以下・風速 ・5m/s以上で激い ・地ふぶきが テナやケーカ レなどを雪の下に埋設しt、　O,　m'aし罐1
ま舞 う季節,野 外に出てみると夜目にも鮮かに,青 白い,擦 電気を逃がすために,雪 面Fに放射状に導線を張 りめ 三
1と きには薄赤味を帯びたセン ト・エルモの火が.ア ンチ ぐらすなどの対策がとられているのである.1
「-t""VWt't't"tt^hjttww'w ・"^""・""'w"w…w^～ … 一 …w…^w・ … .・v・^・.・.・・.、一 、.、・、.・、 .・・A,、.・..t-t.w、.t.w^)
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